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フィリピン・タール火山における最近の静穏状態と電磁気観測から推測される新たな活動？
New activity occurring on Taal Volcano, Philippines? - Indications from Electromagnetic
(EM) observations
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我々は2005年以来、フィリピン・ルソン島中央部にあるタール火山で電磁気観測を行ってきた。この火山では
2005－2006年と2010－2011年に地震活動が活発化して、タール湖中央のVolcano島から全住民が避難し
た。2005年と2010年の事件では顕著な地磁気と自然電位の変化が観測された。Volcano島の直下には直径3kmの
高比抵抗体がMT観測によって発見され、気液二相状態の熱水だまりと推定された(Yamaya et al., 2013;
Alanis et al., 2014)。また島の東側浅部に強いＳ波減衰域が存在し、活動的なマグマの存在が示唆されてい
る(Kumagai et al., 2014)。2013年から現在まで、タール火山は静穏状態である。2015年はエル・ニーニョ現
象の影響で降水量が少なく、主火口湖の水位は低下しており、主火口湖の東岸における地熱地帯は湖面から露
出した状態で、特に活発化している様子は見えない。しかし繰り返しの全磁力測量を行い2014年3－5月と比較
した所、第1図に示す通りVolcano島の北側で全磁力が減少し、南側で増加していることが判った。これは
2010－2011年活動に際して、地震活動の消長に伴って観測された変化と同じである。熱水だまりの膨張を茂木
モデルで近似すると、ピエゾ磁気効果によってこのような全磁力変化のパターンが期待される。即ち表面上は
静穏化しているにもかかわらず、Volcano島の直下にある熱水だまりは膨張していることを示唆している。全磁
力の連続観測点が北側に偏り基準観測点が欠測しているために、2014年3－5月と2015年12月のいつの時点から
この変化が起こっていたかは特定できていない。
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